
R5前期１・２年アンケート結果

①かん字やけい算など、ならったことはよくおもい出（だ）せるし、つかうことができます。

②あいての人にわかるように、かんがえてから話（はな）しています。

③じぶんの考（かんが）えと友（とも）だちの考えをよくきいたり、くらべたりできます。わから

ないことは、先生に聞（き）きます。



④じぶんならどうする、じぶんはこう思（おも）うなど、じぶんの考（かんが）えをもつことがで

きます。

⑤友だちの考（かんが）えを聞（き）いて、しらなかったことやあたらしいことに気（き）づいた

ことがあります。

⑥そだてたあさがおや野（や）さいのことはよくおぼえています。学校たんけんや町（まち）

たんけんであたらしくわかったことがあります。



⑦ことばづかいに気をつけて、あいての人がわかるように話しています。

⑧学校でならうことや、じぶんでしらべることは、おもしろいと思（おも）います。

⑨よく食（た）べたり、よくねたり、手あらい、はみがきなどに気（き）をつけています。

⑩一人（ひとり）でいるときに火（か）じや、じしんがあったら、どうしたらいいかわかります。



⑪じぶんや友だちのいいところを言えます。じぶんのできることをがんばってやろうとしてい

ます。

⑫じぶんもみんなも、気（き）もちよくいられるようにしています。

⑬ふだんはあまりあそばない友（とも）だちとも、なかよく話（はな）したり、いっしょにあそん

だりできます。




